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壌
攪
拌
・
除
去
」、
表
層
と
下
層
の
土
を

反
転
さ
せ
る
「
反
転
耕
」
の
五
つ
の
除
染

技
術
に
つ
い
て
解
説
。
現
場
で
除
染
作
業

を
す
る
人
に
、
安
全
で
効
率
的
な
作
業
の

参
考
に
し
て
も
ら
う
た
め
に
、
作
業
の
手

順
や
注
意
事
項
な
ど
を
写
真
や
イ
ラ
ス
ト

を
使
っ
て
紹
介
し
て
い
る
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
農
業
環
境
技
術

研
究
所
理
事
長
の
宮
下
清
貴
氏
が
、「
農

水
省
の
除
染
マ
ニ
ュ
ア
ル
と
そ
の
考
え

方
」
と
題
す
る
講
演
で
こ
の
除
染
マ
ニ
ュ

ア
ル
に
つ
い
て
解
説
し
た
。
こ
れ
ま
で
、

農
地
の
放
射
性
物
質
除
去
に
関
す
る
法
律

や
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
農
林
水
産
省
、
環

境
省
や
厚
生
労
働
省
か
ら
出
さ
れ
て
い
る

（
表
1
）。
昨
年
９
月
14
日
に
農
林
水
産
省

が
公
表
し
た
「
農
地
土
壌
の
放
射
性
物
質

除
去
技
術
（
除
染
技
術
）
に
つ
い
て
」
は
、

農
水
省
が
行
っ
て
き
た
除
染
技
術
の
実
証

実
験
成
果
を
と
り
ま
と
め
、
土
地
の
用
途

や
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
濃
度
に
応
じ
た
農
地

土
壌
除
染
技
術
の
考
え
方
を
整
理
し
た
も

の
。「
こ
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
も
と
に
今
ま

２
０
１
２
年
３
月
14
日
に
、
日
本
学
術

会
議
土
壌
科
学
分
科
会
と
日
本
農
学
ア
カ

デ
ミ
ー
に
よ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
放
射
能

汚
染
の
土
壌
科
学―

森
･
田
･
畑
か
ら
家

庭
菜
園
ま
で―

」
が
行
わ
れ
た
。
土
壌
の

除
染
を
調
べ
た
研
究
者
の
最
新
の
知
見
の

中
か
ら
、農
地
の
除
染
技
術
を
紹
介
す
る
。

（
取
材
・
ま
と
め
／

サ
イ
エ
ン
ス
ラ
イ
タ
ー
・
佐
藤
成
美
）

昨
農
林
水
産
省
は
３
月
２
日
に
、
福
島

第
一
原
発
事
故
で
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
に
汚

染
さ
れ
た
農
地
の
除
染
マ
ニ
ュ
ア
ル
「
農

地
土
壌
の
放
射
性
物
質
除
去
技
術
（
除
染

技
術
）
作
業
の
手
引
き
」
を
公
表
し
た
。

マ
ニ
ュ
ア
ル
で
は
、
効
果
が
高
い
と
さ
れ

る
「
表
土
削
り
取
り
」
や
、「
固
化
剤
を

使
っ
た
削
り
取
り
」、「
牧
草
地
等
で
の
表

土
剥
ぎ
取
り
」、
さ
ら
に
「
水
に
よ
る
土

「
放
射
能
汚
染
の
土
壌
科
学
」
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
農
水
省
マ
ニ
ュ
ア
ル

か
ら
自
然
凍
土
除
染
法
、
建
設
土
木
技
術
ま
で
最
新
研
究
一
挙
採
録

第9回

本
誌
副
編
集
長
・
浅
川
芳
裕

農
水
省
が
除
染
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
発
表

■表1　除染に関連するガイドラインなど

出典：宮下氏の発表資料をもとに作成

農林水産省：

農地土壌の放射性物質除去技術（除染技術）について
（http://www.s.affrc.go.jp/docs/press/110914.htm）

農地土壌の放射性物質除去技術（除染技術）
作業の手引き（第1版）
（http://www.s.affrc.go.jp/docs/press/pdf/120302-01.pdf）

原子力災害対策本部：

農地の除染の適当な方法等の公表について
（http://www.maff.go.jp/j/kanbo/joho/saigai/
　jyosen/joho/pdf/111020-a2.pdf）

環境省：

除染関係ガイドライン（第1版）
（http://www.env.go.jp/press/press.php?serial=14582）

厚生労働省：

除染等業務に従事する労働者の放射線障害防止のための
省令の公布及びガイドライン制定
（http://www.mhlw.go.jp/stf/houdou/2r9852000001yy2z.html）

タイトル（URL） 公開日

2011年9月14日

2012年3月2日

2011年9月30日

2011年12月14日

2011年12月22日
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み
込
み
運
搬
す
る
な
ど
の
手
法
だ
。
こ
れ

は
、
農
家
の
保
有
す
る
農
業
機
械
を
利
用

し
た
方
法
で
あ
る
が
、
建
設
作
業
用
機
械

を
使
っ
た
場
合
の
例
も
あ
げ
ら
れ
て
い

る
。実

証
試
験
の
成
果
も
記
載
し
て
い
る
。

飯
館
村
に
お
け
る
実
証
実
験
で
は
、
表
土

削
り
取
り
で
は
、
土
壌
1
㎏
�����





あ
た
り
の
放

射
性
セ
シ
ウ
ム
の
75
％
�
�
�
����




が
低減

し
た
と
い

う
。表
面
線
量
率
も
���
７・１
Sv
／
h
か
ら
��

３
・

４ 

Sv
／
h
に
減
少
し
た
。
10�

a
程
度
の

削
り
取
り
ま
で
の
作
業
時
間
は
55
～
70
分

だ
っ
た
。「
耕
起
し
て
い
な
い
農
地
で
あ

れ
ば
、
線
量
や
土
地
の
用
途
に
関
わ
ら
す

適
用
が
可
能
で
す
が
、
廃
棄
す
る
土
の
量

が
多
い
の
で
、
土
壌
の
集
積
場
所
を
あ
ら

か
じ
め
決
め
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
す
」

と
宮
下
氏
は
コ
メ
ン
ト
し
た
。
表
土
削
り

取
り
実
証
試
験
の
概
要
を
表
��

�
��


２
�
�
��


に
示
す
。

反
転
耕
で
は
、
プ
ラ
ウ
に
よ
り
30
㎝
�以

上
の
反
転
耕
起
を
行
い
、
土
の
中
の
放
射

性
物
質
を
土
の
中
深
く
に
埋
め
込
む
。
福

島
県
本
宮
市
で
行
っ
た
実
証
試
験
で
は
、

30
㎝
���������








�
�
���



の
反
転
耕
起
で
表
層
に
局在

し
た
放

射
性
物
質
は
15
～
20
㎝
�����




�
�

の
深
さ
を
中
心
に

0
～
30
㎝
����



�
�
���


�
�
�

の
深
さ
に
拡散

し
た
。
通常

の

プ
ラ
ウ
耕
で
は
、
地
表
面
の
空
間
線
量
率

は
�
�
０
・
66
か
ら
�
�
０
・
40
μ
Sv
に
減
少
し
、

マ
ニ
ュ
ア
ル
に
記
載
し
た
方
法
で
は
�
�
０
・

30
μ
Sv
ま
で
減
少
し
た
。
ま
た
45
㎝
��

の
反

転
で
表
土
は
20
～
45
㎝
�����





の
土
中
に
、
60
㎝

の
反
転
で
40
～
60
㎝
����



�
�
�

の
土
中
に
移動

し

理
後
に
農
地
の
状
態
が
悪
化
す
る
こ
と
も

考
え
ら
れ
る
の
で
「
農
業
生
産
の
再
開
に

む
け
た
地
力
の
回
復
へ
の
対
策
の
実
施
す

る
こ
と
」、
必
要
に
応
じ
て
表
土
を
削
り

取
る
前
に
除
草
し
、「
刈
り
取
っ
た
雑
草

の
仮
置
き
場
を
確
保
す
る
こ
と
」
な
ど
、

幅
広
く
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。「
農
地
の
状

況
を
み
な
が
ら
、
総
合
的
に
対
処
す
る
こ

と
が
必
要
だ
と
う
た
っ
て
い
ま
す
」
と
宮

下
氏
は
説
明
す
る
。

放
射
性
セ
シ
ウ
ム
は
、
耕
起
し
て
い
な

い
農
地
の
表
面
か
ら
��

�
�����





２
・
５
㎝
����




の
厚
さ
に

95
％
が
存
在
す
る
。
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
は

農
地
土
壌
中
の
粘
土
粒
子
と
強
く
結
合
し

て
お
り
、
容
易
に
水
に
溶
け
出
さ
な
い
。

た
め
池
や
用
水
な
ど
の
水
の
汚
染
は
わ
ず

か
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
。
ま
た
、
粘
土

や
シ
ル
ト
な
ど
細
か
い
土
粒
子
に
多
く
結

合
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
が
表
土

付
近
に
存
在
し
、
土
に
強
く
く
っ
つ
い
て

い
る
こ
と
が
除
染
技
術
の
前
提
と
な
る
。

農
林
水
産
省
の
新
し
い
除
染
マ
ニ
ュ
ア

ル
で
は
、
作
業
手
順
を
か
な
り
具
体
的
に

説
明
し
て
い
る
。
使
う
作
業
機
も
具
体
的

だ
。
た
と
え
ば
、
表
土
削
り
取
り
で
は
、

バ
ー
チ
カ
ル
ハ
ロ
ー
を
用
い
て
砕
土
し
�た

後
�
�
�
�
�
����������










、
リ
ア
ブレ

ー
ド
に
よ
り
砕
い
た
土
を

削
り
取
り
、
バ
ッ
ク
ホ
ー
に
よ
り
土
を
積

放
射
性
物
質
除
去
に
関
し
て
お
お
も
と

に
な
る
考
え
方
は
、
原
子
力
災
害
対
策
本

部
が
昨
年
��

９
�月
30
日
に
公
表
し
た
「
農
地

の
除
染
の
適
当
な
方
法
な
ど
の
公
表
に
つ

い
て
」
に
示
さ
れ
て
い
る
。

除
染
の
基
本
目
標
は
、「
外
部
被
ば
く

を
可
能
な
限
り
引
き
下
げ
る
こ
と
」、「
農

業
生
産
を
再
開
で
き
る
条
件
の
回
復
」
及

び
「
安
全
な
農
作
物
の

提
供
す
る
こ
と
」
を
掲

げ
て
い
る
。
具
体
的
に

は
、
推
定
年
間
被
ば
く

線
量
20�

m�

Sv
以
上
の
地

域
で
、
������






２
�����





年
後
に
ま
で

50
％
引
き
下
げ
る
こ

と
、
長
期
的
に
は
１�

m�

Sv
以
下
に
ま
で
引
き
下

げ
る
こ
と
、
土
壌
中
の

放
射
性
セ
シ
ウ
ム
の
濃

度
も
可
能
な
限
り
低
下

さ
せ
、
土
壌
か
ら
農
作

物
へ
の
移
行
を
低減

さ

せ
る
こ
と
が
目
標
で
あ

る
。留

意
事
項
と
し
て
、

「
作
業
に
お
け
る
安
全

性
を
確
保
す
る
こ
と
」

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

廃
棄
土
壌
の
処
理
に
つ

い
て
は
、「
仮
置
き
場

の
確
保
の
見
通
し
を
た

て
る
こ
と
」、
除
染
処

削り取る土壌の厚さ

土壌の放射性セシウムの
濃度（Bq/㎏）の変化

放射性セシウムの低減率

廃棄土量（10ａあたり）

効果など 方法

基本的な削り取り 芝･牧草のはぎ取り

農業機械などで
表土を薄く削り取る

固化剤を用いた
削り取り

土を固める薬剤で
土壌表層を固化
させて削り取る

農地の牧草や草ごと
土を専用の機械で
削り取る

約4cm 約3cm 約3cm

10370→2600 9090→1671 13600→327

75％ 82％ 97％

約40トン 約40トン約30トン

■表2　表土削り取り実証試験の概要

出典：宮下氏の発表資料をもとに作成

で
限
ら
れ
た
地
域
で
行
っ
て
き
た
実
証
実

験
の
地
域
を
広
げ
て
大
規
模
な
実
験
を
行

う
計
画
で
す
。
そ
の
実
験
か
ら
さ
ら
に
詳

細
な
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
ろ
う
と
し
て
い
ま

す
」
と
説
明
す
る
。

＂被曝農業時代＂を

外
部
被
ば
く
を

で
き
る
限
り
引
き
下
げ
る

具
体
的
な
作
業
手
順
と

研
究
成
果
を
記
載
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取
り
に
く
ら
べ
少
な
く
、
繰
り
返
し
行
う

こ
と
が
で
き
る
。
飯
館
村
で
の
実
証
試
験

で
は
、
土
壌
中
の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
が
約

36
％
低減

し
た
。
土
壌
の
種
類
に
も
よ
る

が
、
宮
下
氏
は
低減

率
は
30
～
70
％
と
推

定
し
て
い
る
。

マ
ニ
ュ
ア
ル
で
は
、
こ
の
よ
う
な
除
染

技
術
と
と
も
に
、
ど
の
方
法
を
と
る
か
に

つ
い
て
の
基
本
的
な
考
え
方
も
示
さ
れ
て

い
る
（
表
3
）。
農
地
の
放
射
線
の
濃
度

に
あ
わ
せ
て
、
適
し
た
方
法
を
採
用
す
れ

ば
よ
い
の
だ
が
、「
こ
の
濃
度
は
あ
く
ま

で
も
目
安
で
す
」
と
宮
下
氏
が
付
け
加
え

た
。
除
染
す
れ
ば
、
排
出
し
た
土
の
処
理

も
問
題
だ
。
現
在
、
原
発
処
理
と
し
て
開

発
さ
れ
て
い
る
セ
シ
ウ
ム
除
去
技
術
が
、

い
ず
れ
農
地
に
も
適
用
さ
れ
る
だ
ろ
う
と

い
う
。

ま
た
、
農
水
省
の
調
査
で
、
空
間
線
量

率
と
土
壌
中
の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
の
濃
度

に
高
い
相
関
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、
そ

こ
か
ら
農
地
の
土
壌
汚
染
濃
度
の
分
布
も

推
定
さ
れ
て
い
る
。
詳
細
な
も
の
は
後
日

発
表
さ
れ
る
予
定
と
い
う
が
、
現
時
点
で

は
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
の
濃
度
が
土
壌
1
㎏

あ
た
り
�
�
�
�

５０００



Bq
を
こ
え
る
と
こ
ろ

は
、
�
�
�
�

８
４
００

ha
も
あ
る
。

「
農
産
物
汚
染
の
経
路
な
ど
の
メ
カ
ニ
ズ

ム
は
か
な
り
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。
土
壌

の
種
類
は
違
い
ま
す
が
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ

た
。水

に
よ
る
土
壌
除
去
･
攪
拌
と
は
、
水

田
の
表
層
土
壌
を
水
に
よ
り
攪
拌
（
浅
代

か
き
）
し
、
濁
水
を
排
水
し
た
後
、
水
と

土
壌
を
分
離
し
て
土
壌
だ
け
を
排
出
す
る

方
法
で
あ
る
。
土
壌
を
攪
拌
し
て
、
粘
土

な
ど
の
細
粒
子
を
排
出
す
る
こ
と
に
よ
る

除
染
技
術
������������












だ
�����������











。
廃
棄
す
る
土
の
量
が
削
り

リ
の
経
験
も
今
後
の
対
策
に
か
な
り
適
用

で
き
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
環

境
条
件
や
農
業
の
形
態
は
多
様
で
す
か

ら
、
植
物
へ
の
移
行
対
策
な
ど
を
含
め
広

く
総
合
的
に
考
え
な
く
て
は
い
け
ま
せ

ん
。
ま
た
、
環
境
中
の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム

の
挙
動
も
長
期
的
に
監
視
し
、
生
態
へ
の

影
響
も
考
え
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
」

と
宮
下
氏
は
締
め
く
く
っ
た
。

東
京
大
学
大
学
院
農
学
生
命
科
学
研
究

科
教
授
の
溝
口
勝
氏
は
、
凍
っ
た
土
を
そ

の
ま
ま
は
ぎ
と
れ
ば
よ
い
と
い
う
「
自
然

凍
土
除
染
法
」
と
い
う
新
し
い
方
法
を
考

案
し
た
。
溝
口
氏
は
、
土
壌
学
の
専
門
家

で
「
ふ
く
し
ま
再
生
の
会
」
の
メ
ン
バ
ー

と
し
て
山
林
除
染
の
実
験
に
も
参
加
し
て

い
る
。

先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
放
射
性
セ
シ

ウ
ム
は
、
粘
土
に
強
く
固
定
さ
れ
、
土
壌

の
表
層
の
�
�
�
�
�����




�
��


５
㎝
�
�
�����




�
��


以内

に
大
部
分
が
蓄
積
さ

れ
て
い
る
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。「
セ
シ

ウ
ム
は
少
量
で
も
粘
土
の
特
定
の
部
分
に

選
択
的
に
吸
着
さ
れ
ま
す
。
で
す
か
ら
、

放
射
性
セ
シ
ウ
ム
は
セ
シ
ウ
ム
単
体
で
考

え
る
の
は
な
く
、
粘
土
粒
子
と
一
体
化
し

て
、
つ
ま
り
粘
土
コ
ロ
イ
ド
と
し
て
考
え

る
こ
と
が
、
除
染
の
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
つ

ま
り
、
粘
土
を
ど
う
と
れ
ば
よ
い
か
と
い

う
こ
と
で
す
」
と
ま
ず
放
射
性
セ
シ
ウ
ム

を
除
染
す
る
ポ
イ
ン
ト
を
示
し
た
。
溝
口

土壌の放射性
セシウム濃度

～5,000
Bq/㎏

5,000～
10,000
Bq/㎏

10,000～
25,000
Bq/㎏

25,000
Bq/㎏～

畑 水田

■表3　農地土壌除染技術適用の考え方

出典：農地土壌の放射性物質除去技術（除染技術）作業の手引き注）●は廃棄土壌が出る手法、○は出ない手法。

耕起されていないところでは、●表土削り取りを選択することが可能。農作物への移行を可能
な限り低減する観点、また、空間線量率を下げる観点から、必要に応じて○反転耕、○移行低
減栽培技術、●水による土壌撹拌・除去の手法を適用。

地下水位

低い場合
（数値は検討）

高い場合
（数値は検討）

●表土削り取り
○反転耕

●表土削り取り
●水による
　土壌撹拌・除去
○反転耕
　（耕盤が壊れる）

●表土削り取り ●表土削り取り

●表土削り取り。
　ただし、高線量下での作業技術の検討が必要。
　（例えば土ほこりの飛散防止のための固化剤の使用）

●表土削り取り。
　ただし、高線量下での作業技術の検討が必要。
　（例えば土ほこりの飛散防止のための固化剤の使用）

●表土削り取り
●水による
　土壌撹拌・除去
　（低地土により効果低）
○反転耕
　（耕盤が壊れる）
　（地下水位が低い場合
　 のみ適用）

●表土削り取り

低地土 低地土以外

土壌診断・地下水位

今
後
の
対
策
に
向
け
て

粘
土
と
一
体
で
考
え
る
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ま
ま
で
は
ぎ
取
る
こ
と
が
で
き
た
。
水
田

の
土
壌
を
は
ぎ
取
る
こ
と
で
、
地
表
の
放

射
線
量
が
�
��

�
�

１
・
２
８�
μ
Sv
／
h
か
ら
�
�
�
０
・
１

６
�μ
Sv
／
h
に
低
下
す
る
こ
と
も
確
認
で

き
た
。
4
×
5
メ
ー
ト
ル
四
方
の
土
地
の

表
面
を
は
ぎ
と
る
の
に
か
か
っ
た
時
間
は

わ
ず
か
20
分
で
あ
っ
た
。「
自
然
に
ま
か

せ
る
だ
け
で
よ
い
か
ら
と
に
か
く
簡
単
で

す
。
前
処
理
も
必
要
な
い
の
で
作
業
す
る

人
の
被
ば
く
量
も
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま

す
」
と
溝
口
氏
は
説
明
す
る
。

た
だ
し
、凍
土
が
厚
く
な
り
過
ぎ
る
と
、

肥
沃
な
表
土
を
削
り
過
ぎ
る
こ
と
に
も
な

る
。
そ
こ
で
、
土
壌
の
凍
り
方
を
よ
く
把

握
す
る
事
が
大
切
だ
。
着
色
料
入
り
の
水

溶
液
を
い
れ
た
凍
結
深
度
計
を
農
地
に
埋

め
る
こ
と
で
、
凍
っ
た
状
態
を
簡
単
に
確

認
す
る
方
法
も
考
案
し
た
。
こ
れ
は
、
細

長
い
目
盛
り
の
つ
い
た
チ
ュ
ー
ブ
に
水
と

食
紅
な
ど
の
着
色
料
を
い
れ
た
も
の
で
、

水
だ
け
が
白
く
凍
る
の
で
、
そ
の
深
さ
を

測
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
方
法
は
、
耕
起
し
て
い
な
い
水
田

で
実
施
で
き
る
が
、
耕
起
し
た
り
、
夏
草

が
生
え
た
り
し
て
表
面
が
で
こ
ぼ
こ
し
た

水
田
で
は
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
。「
そ

ん
な
水
田
で
は
春
か
ら
夏
に
か
け
て
潅
水

し
、
代
か
き
を
し
て
お
け
ば
い
い
」
と
い

う
。
水
は
自
然
に
下
方
に
移動

し
、
放
射

性
セ
シ
ウ
ム
が
吸
着
し
た
粘
土
は
浮
い
て

く
る
。
秋
に
水
を
抜
い
て
冬
を
待
ち
、
凍

土
を
は
ぎ
と
れ
ば
効
率
的
に
水
田
の
土
壌

の
除
染
が
で
き
る
と
溝
口
氏
は
考
え
て
い

る
。

「
は
ぎ
と
っ
た
土
は
、
地
中
に
う
め
る
の

が
最
も
現
実
的
で
す
」
と
溝
口
氏
は
続
け

た
。
廃
土
を
処
分
す
る
場
所
を
確
保
す
る

の
は
難
し
く
、
土
壌
を
処
分
場
へ
運
ぶ
の

は
放
射
性
物
質
を
ま
き
散
ら
す
可
能
性
も

あ
る
。
そ
こ
で
、
農
地
の
一
角
に
穴
を
ほ

り
、
汚
染
土
壌
を
う
め
、
汚
染
さ
れ
て
い

な
い
土
壌
を
か
ぶ
せ
れ
ば
い
い
。
室
内
実

験
の
結
果
で
は
、
50
㎝
�������
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分
の
１
に
減
る
こ
と
が

わ
か
っ
た
。
1
月
に
行
っ
た
試
験
で
は
、

溝
を
ほ
り
底
に
ベ
ン
ト
ナ
イ
ト
シ
ー
ト
を

し
い
て
か
ら
土
を
い
れ
た
。
地
下
水
へ
の

影
響
が
心
配
だ
っ
た
か
ら
だ
。
ベ
ン
ト
ナ

イ
ト
シ
ー
ト
は
粘
土
鉱
物
で
あ
る
ベ
ン
ト

ナ
イ
ト
を
シ
ー
ト
に
し
た
遮
水
シ
ー
ト

で
、
公
園
の
池
や
た
め
池
な
ど
の
漏
水
防

止
な
ど
に
使
わ
れ
る
。「
ま
だ
結
果
は
評

価
で
き
ま
せ
ん
が
、
ベ
ン
ト
ナ
イ
ト
シ
ー

ト
は
水
の
侵
入
を
防
ぐ
と
と
も
に
、
放
射

性
セ
シ
ウ
ム
を
吸
着
す
る
効
果
が
あ
る
の

で
、
土
中
に
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
が
広
が
る

こ
と
は
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
」
と
溝
口

氏
は
説
明
す
る
。

溝
口
氏
の
自
然
凍
土
除
染
法
は
農
業
土

＂被曝農業時代＂を

氏
ら
が
調
査
し
た
飯
館
村
の
斜
面
で
は
、

上
層
の
線
量
は
��

�
�

２
・
５�
μ
Sv
／
h
で
あ
っ

た
が
、
斜
面
の
下
層
は
�
�
�
�

７
・
０�
μ
Sv
／
h

で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
雨
で
粘
土
が
斜
面

を
流
れ
て
下
に
た
ま
っ
た
た
め
で
あ
る
。

こ
の
調
査
か
ら
、
粘
度
の
移動

に
注
意
が

必
要
な
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
て
い
る
。

飯
館
村
の
現
場
で
の
調
査
を
も
と
に
考

案
し
た
の
が
、
自
然
凍
土
除
去
法
だ
。
表

土
削
り
取
り
な
ど
の
農
地
の
除
染
法
は
、

あ
く
ま
で
も
夏
場
の
作
業
を
前
提
と
し
た

も
の
だ
が
、
こ
れ
は
、
冬
の
寒
さ
を
利
用

し
て
し
ま
お
う
と
い
う
も
の
だ
。
飯
館
村

は
雪
が
少
な
く
、
気
温
が
低
い
た
め
冬
季

に
は
土
壌
が
凍
結
す
る
。
自
然
凍
結
し
た

土
壌
を
凍
土
と
い
う
が
、
こ
の
凍
土
は
ア

ス
フ
ァ
ル
ト
の
よ
う
に
固
い
た
め
、
数
セ

ン
チ
の
厚
み
の
凍
土
を
農
家
の
所
有
す
る

重
機
で
簡
単
に
は
が
す
こ
と
が
で
き
る
。

表
層
の
セ
シ
ウ
ム
も
除
去
で
き
る
。

土
が
凍
る
と
き
、
土
壌
中
の
水
分
が
凍

結
面
の
近
く
に
集
ま
っ
て
く
る
。
す
る
と

凍
土
の
水
分
が
増
え
て
、
そ
の
下
の
土
の

水
分
が
減
る
た
め
、
凍
土
が
乾
い
た
土
の

上
に
乗
っ
か
り
、
盛
り
上
が
る
よ
う
な
状

態
に
な
る
。
そ
の
た
め
、
凍
っ
た
土
が
は

が
れ
や
す
く
な
る
と
い
う
メ
カ
ニ
ズ
ム

だ
。２
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２
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の
厚
さ
の
凍
土
が
板
状
の
塊
の

木
的
な
発
想
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
と
い
う

が
、日
本
土
壌
協
会
会
長
の
松
本
聰
氏
も
、

建
設
土
木
技
術
を
除
染
に
応
用
で
き
る
と

コ
メ
ン
ト
し
た
。建
設
土
木
の
現
場
で
は
、

土
壌
を
大
き
さ
で
ふ
る
い
分
け
す
る
「
分

級
」
と
い
う
技
術
が
あ
る
。
そ
の
分
級
を

応
用
し
て
、
粘
土
を
除
去
す
る
と
い
う
試

み
が
紹
介
さ
れ
た
。

原
発
事
故
か
ら
1
年
経
ち
、
除
染
技
術

の
実
証
実
験
の
結
果
も
得
ら
れ
た
こ
と
か

ら
、
よ
う
や
く
除
染
へ
の
動
き
が
見
え
て

き
た
。
し
か
し
、
国
や
県
な
ど
か
ら
除
染

法
が
示
さ
れ
て
も
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
あ
る

農
機
具
を
必
ず
し
も
農
家
が
持
っ
て
い
る

と
も
限
ら
な
い
し
、
大
型
の
農
業
機
械
が

入
れ
な
い
水
田
も
多
い
は
ず
だ
。
聴
衆
者

か
ら
「
必
要
以
上
の
コ
ス
ト
を
か
け
て
、

効
果
の
な
い
大
規
模
な
除
染
を
行
う
の
は

税
金
の
無
駄
使
い
で
は
な
い
か
」
と
の
指

摘
も
あ
っ
た
。「
除
染
の
必
要
な
地
域
は
、

か
な
り
あ
る
が
大
規
模
な
除
染
が
必
要
な

の
は
そ
の
う
ち
の
5
％
で
す
。
残
り
の
地

域
で
は
、
ホ
ッ
ト
ス
ポ
ッ
ト
を
早
く
見
つ

け
て
、
そ
の
環
境
に
あ
っ
た
効
果
的
な
除

染
法
を
行
う
の
が
大
切
」
と
司
会
を
務
め

る
土
壌
科
学
分
科
会
委
員
長
の
三
輪
睿
太

郞
氏
が
回
答
し
た
。

現
場
を
ま
ず
よ
く
知
り
、
適
切
な
方
法

を
選
ぶ
こ
と
か
ら
除
染
は
始
ま
る
。
さ
ま

ざ
ま
な
技
術
を
総
合
的
に
活
用
す
る
こ
と

が
必
要
だ
。

ベ
ン
ト
ナ
イ
ト
シ
ー
ト
を
活
用

現
場
を
み
て
総
合
的
な

技
術
の
活
用
を

凍
っ
た
土
は
は
が
れ
や
す
い


